










































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 32 号（2012 年 11 月 30 日）
にくい時代だからこそ感動も大きかったのだろ
う。こういう体験が，大人になって「まとまり
たい！」ということに繋がっていくのであろう。
（N子）
　どれも特別活動の本質に迫る記述である。特
別活動のねらいや良さをしっかりと捉えてい
る。特別活動の目標は「望ましい集団活動を通
して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長を
図り，集団や社会の一員としてよりよい生活や
人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度
を育てるとともに，人間としての生き方につい
ての自覚を深め，自己を生かす能力を養う」と
ある。言わば人間性と社会性の育成と生き方を
考えさせる道場でもある。
　昨今の日本社会は多くの課題を抱えている。
生命軽視の風潮，コミュニケーションや自己表
現の苦手な若者たち，思いやりや協調性に乏し
い人間関係，無気力無感動で目標や希望を持て
ない人間の増加等々，深刻さを増している。
　こうした時だからこそ，「自らを律しつつ他
人とも協調し，他人を思いやる心や感動する心
など豊かな人間性」という情意面。「逞しく生
きるための健康や体力」という身体面。特別活
動が持つこの二面こそ「生きる力」に大きく影
響していくのであろう。長い人生を支え，方向
性を定めるためにも学校教育でしっかりとその
基礎を身に付けさせておきたい。
　また，教育は感動から生まれ育っていくと考
える。生徒に感動場面を多く与える仕掛けを作
ることが教師の仕事の一つであろう。先のレ
ポートにもあるように，感動がやる気を喚起し
結束力を引き出すのである。そうした感性を刺
激し育てていくことに大きな影響力を持ってい
るのが特別活動と思っている。
　以上，今回は第4回授業までの後半部分の様
子を紹介しただけである。しかし，工夫改善し
なければならない点が多くあることに気づかさ
れた。それは，特別活動の本質に迫り，それに
関わる教師のあり方を追究するためにも貴重な
振り返りの契機となったことは確かである。
　また，学生たちはグループ討議で話し合いを
充実させ，考えをまとめて記述するという体験
を繰り返す中で，特別活動への考えを深め，人
間的にも成長していくことを信じ期待してい
る。
　今後も魅力的で効果的な授業の創造に努めて
いきたい。
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